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これまでの発表内容これまでの発表内容

●京都市バスの利便性向上のためのAndroidアプリ

ケーション
（HTML→XML変換）

●動物病院向け医療XMLの提案と対応Webアプリ

ケーション
（SQL→XML変換）

●HTMLのテーブルタグをSQLテーブルに
（HTML→SQL汎用変換）
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本日の発表内容本日の発表内容

●Webアプリケーションを容易に構築できるようにする

ためのプラットフォームの要件定義と実装評価

●コンポーネントを容易に作れるようにすることで，
サービスコンピューティングの要素を増やし，マッシュ
アップを活性化する

●実運用よりプロトタイピングでの利用性を重視
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サービスコンピューティングサービスコンピューティングPFPFへの要件への要件

●Webサービス用サーバ機能

●DB処理機能

●ファイル操作機能

●HTMLからのデータ取得機能

●各種テンプレートの提供

●軽量で，移植性が高いこと
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WebWebサーバ機能サーバ機能

●JAX-RSによりWebサーバ機能を実現

・Servletと同等の機能を持つ

・ServletのTomcatサーバと違いインストール無しにコ

ピーで移植できる

・アクセスURLをプログラム内にアノテーションで容易
に指定（Servletは別ファイル記述で面倒）

・応答はHTML，XMLまたはファイル形式．
@Produces(“text/html”又は(“application/xml”)
public String xmlshow(・・・return message)
public File fileGet(・・・return file)

com.sun.jersey.api.container.httpserver.HttpServerFactory
com.sun.net.httpserver.HttpServer
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アノテーションアノテーション

@Path("/mydb")
public class MyDB {
@GET
@Path("/tblshow")
@Produces("text/html")
public String tblshow_g (@QueryParam(“tablename”) String 
tablename,・・・

@POST
@Path("/tblshow")
@Produces("text/html")
public String tblshow_p(@FormParam(“tablename”) String 
tablename,・・・

@GET
@Path("xmlreadfile")
@Produces("application/xml")
public String xmlreadfile(@QueryParam(“filename”)・・・

http://ホスト名:ポート/mydb/tblshow?tablename=xxx
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DBDB処理機能処理機能

●Webブラウザ上で，Excel的な機能を提供
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DBDB処理機能処理機能

●sqliteライブラリ（JDBC対応）を利用

・MySql・Postgreの利用が一般的であるが，サーバで

あるのでインストールが必要．テーブル等のデータ類の
移植も手間がかかる．

・sqliteはjarファイルでEclipseプロジェクト内に配置可

能．生成したテーブル類のデータもプロジェクト内に生
成・アクセスするように指定．
→プロジェクトごとの移動で移植性良し．

String path = cd.getAbsolutePath() + "¥¥resource¥¥";
File file = new File(path);
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ssqliteqliteの機能制限の機能制限

・実行可能なSQL文に制限があり，MySqlでは出来る
がsqliteでは出来ないこともある．

・列名・型の変更，列の消去，行・列の入れ替えなど．
→操作対象のテーブルのコピー（temp）をalter文によ

り作成し，指定された操作によってできる新しい行列の
要素を持った空のテーブルを生成した上で，tempにあ

る値を適正な位置にコピーして行く．

2行2列のテーブ
ルをcreateし，
元の1と3列の値

をコピーする．元は3行2列．
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行・列の追加・移動行・列の追加・移動

追加列名と型を指定，移動したい列と位置
を指定

値が入力された追加行は最後尾に付く

行移動用の#番号を表示し，移動先の#番

号と併せて指定する
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列名変更・値変更列名変更・値変更

指定された行・列（複数可）の現状値と変更値入力フォーム．

変更すべき列名をラジオボタンで指定し，新名と型を入力
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csvcsv入出力入出力

●Webブラウザ画面でのデータ入出力は，細かい変更

以外は非常に面倒．
→csv入出力で，大量データの扱いを簡単にする．

・csv入力
指定ディレクトリのcsvファイルを読み込み，改行文字

までの「,」を数え，SQLのcreate文でその数分の列数
を持ったテーブルを生成．「,」区切りのデータを行毎に
insert文で書きこんでいく．

・csv出力
SQLテーブルを読み，データ毎に「,」を，行毎に改行

文字を入れて指定ディレクトリにファイル出力する．

BufferedReaderで行単位で読み，StringTokenizerで区切る．

System.getProperty("line.separator")．
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データベース内容のデータベース内容のXMLXML APIAPI化化

●各SQLテーブルの列名をxmlのタグにし，行を繰り
返し要素にした形で，XML API形式で情報提供する．
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ファイル操作ファイル操作

●JAX-RSでは，
<image src="001.jpg" height="100" alt= "XX">
をHTML文書化しても，画像表示ができない．画像ファ
イルの位置を認識できないためで，Servletであれば問

題無い．
→src属性で指定されたファイルへのpathを認識でき

る仕組みを作り込む：

JAX-RSではEclipseのプロジェクト直下がpathの起

点になるので，そこから指定のディレクトリを認識できる
ようにする．

String path = cd.getAbsolutePath() + "¥¥resource¥¥";
File file = new File(path);
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ファイル操作ファイル操作

Eclipseのプロジェクト直下をpath起点とし，例えば
resourceフォルダにファイルを格納する．

@GET
@Produces("text/html")

String path = cd.getAbsolutePath() + "¥¥resource¥¥";
File file = new File(path);

これを含み，
http://ホスト名:port/アプリ名/ファイル名
でアクセスできるページ（メソッド）を作る．いわゆるHttp
ファイルサーバである．こうしておくことでsrcやhref属
性でファイル名を指定するとブラウザにファイル実体が
送られる．なお，本メソッドのアノテーションは，
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HTML5HTML5によるグラフ描画によるグラフ描画

●描画用JavaScriptのflotr2ライブラリの指定形式に
合わせ，SQLテーブルからデータを取り出し，JSを構

成する．
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各種テンプレート各種テンプレート

●トップページ生成機能

●ブログ機能

●掲示板機能

●メール送信フォーム
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各種テンプレート各種テンプレート

●トップページ生成機能
SCPFのindex.htmlは空ページとし，本PF使用者の

アプリ内容に応じてHTMLを生成できるようにしておく．

DBの主要なテーブルの内容を編集して表示する，ブ

ログページをトップにするなど考えられる．

データの入出力は最初はSCPFの汎用機能を通して

行うが，アプリ開発を進めるにつれて，アプリ独自の
フォームやDB処理を作っていく．

→学びながらアプリを作成する．
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各種テンプレート各種テンプレート

●ブログ・掲示板機能
いずれも書込みと表示機能からなるが，ブログは管

理者のみ書込みできる．

記事の新しい順からページに表示する．

記事内容は，SQLテーブルに格納し，表示の際に必

要個数・必要範囲のデータを引き出し編集する．

SQLテーブル管理ではなく，XMLファイルで管理する

方法も用意してある．
→そのファイル指定で，API化ができる．
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アプリケーション例アプリケーション例

●食事管理アプリケーション
毎食の写真，値段，カロリー，コメントを記録し，傾向

分析，メニュー提案等を行う．
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アプリケーション例アプリケーション例

●衣装管理アプリケーション
毎日の衣装の記録を行い，コーディネートを推薦．
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アプリケーション例アプリケーション例

●衣装管理アプリケーションのDB構成
outer，tops，bottoms，accessoriesの四つのテー

ブルを持ち，各々，タイプ・色・季節・長さ・状態などの要
素の情報を管理する．写真番号も下三桁で管理し，そ
の他識別情報を加えimgタグのsrc属性として管理す

る．

四つのテーブルから要素をランダムに取り出し，不適
切な組み合わせを抜くことでコーディネートを推薦する．
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効果効果

●対象者は，オープンラボ用のデモシステムを開発する3年生

（初心者）と卒業研究担当者（多少の経験者）

●SCPFが無い年度と導入した本年度の開発効率を観測．
※PF無し：MySql利用，学習・インストール・移植・管理ページの

コーディング等に時間が掛かる，

●3年生：30時間（3か月間断続的に）→25時間程度

●卒業研究担当者：200時間（6か月）→約1か月分（1/6）の工数

削減．

●比較データは各対象毎に2～3名と少なく，同じ仕様のものを

プログラミングするわけでもなく，個人毎の技術力の差もあった
が，傾向の分析としては，大きな効果があったと言ってよい．
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結論結論

●SCPFは，Webアプリケーション・Webサービス向け

サーバ構築においてポータブルで必要機能が備わって
いる．

●本PFは学生の研究，企業ではプロトタイピング開発

向けのものであるが，それらの推進に寄与できるものと
言える．

●今後安定化を進めることで，単なるサービスコン
ピューティングのプロトタイピング用ということではなく，
小型サーバとしての運用に耐えうるコンポーネントとし
て行きたい．


